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B 39 服装i'よる有喇云求I)一肩職女性と雖職々唯の場の解釈の比較
共立女･欠家政　oi^田真紀伊藤紀之

〔(社)日本家政学会

　目的現付社会では生侶すろ上r.いくつヵ｀ヽの集団に属レ様々な役割ｔ演じろ:: とが求

釣られろ。服装□ま自己表現のキ段てヽヽあり、たと､え聾見識でヽあ･、ても伺如ヽの驀味乞見る

側に伝えろものだが｀、このよクな社会の中て･ヽ瘤る側ヵぐどのような棄昧勧云えろヵヽIt.その

人の符つま活領域の甲で‘の場の解釈が表われてくるのでヽヽはないか。禾研努で･ば、漸袁念持

つやぼと零縦や嵐について丿べつカリ場^の着着基導を調べ｀な帰果より、社会t･労紐屹

服装てヽ伝達tろ勁凍:1
はどのようなどさ力ヽなどの愚策-^試みμ。

　が法忽石ひばまで'の湘班女W邨名a び無班女作汐名瓦対象に昭知押年/夕月、名生活

場面奮^^. 通勤、客庭、街、おけいこ争やや民活動のj^)でヽ刀%荼基準にツいて、14～

/6項Sをク段階評定てヽI刊西してもら･、た。顛果は、場面別にみた平絹£。単犯集計と因子

得弘より裡討しhe

　経更①無職切釦よ、re較的どの場も一般的な他看の目t意識し代印象後作ヵ仙られ、

家庭の場においても服装でヽ教參人りしびや役割i示了効粟t惹識してぃる点八禰職す性

と黒竹･､f'。し力ヽレ、寡族吋ずずる印象£愚處てるヵヽ否ヵ･は両渇失にばりワ^-i'^あり、子

横､ﾌﾟ)湘無や年令てヽヽ異な。扱。②匍陶汝惟は、服順より相互理解を示す場としてます･爾場が｀

あげ｀られ今が｀、他の場で■It他洛の期将^う役弧く折しμい- 他還ぼの哺俵i変え沁叱

いク意識がみられれ。の為黎驀識の掃果･わヽら、お互いの関係が万明碓な場合に肺装とn

や伝速身段でヽそれｉ補助し沁順持ち祠読みと｡れた。

B 40 和服の種類と着用場面の規範鳶識

共立.女大家政　小林茂雄

　厄習1和服の着用に際レ和服の種類と着用場面との聞には、社会的れj:しきりり、すな

わち規範が存在している。しかしながら、この規範に対する意

齢、地域なとX-より異なることも老丸られる。そこで. 恕子札生とその母親を対象にして、

知服の鏝類と着用場面に関する規範re."識を中i叫こ攻討けて。

　万法ト(1)*D服に関寸る態度や茸識についXヽ35の質問塙目乞選定し. 5段階尽良（そ

う思う～恩わない）を用いて評定させた。評定部果をもとに因子分析（主因子汰）によ

り基本豹因子を抽出し、因V得点から各一基本的因子の舛rの人乞選定けこ。（2）和服の

糖類（振り袖、小紋、紬などS種類）と弟吊場面（親族の結婚式, げーテi ･謝恩会、お

茶会など15場面）について、和服着用のふさわしさを4段階尺度（ふさわしいと児う⌒･

ふさわしく､ないと罠ヽり）を用いて評定させた。（3）和服の規範鳶識について、ﾒ、の9/t 1°

に､よるまい. -e親と学tによる遭いを検討した。り:お、被装葛の有劾回答数は学生te>e ゐ。

母親刳^てCある。
　匯茎］始服伝統や規範重視あ向の人li、他のんに比べてふ紋、色無､地、訪問着を、それ

ぞれ限定した池用場面に,より､l､ぐわしいと考えTいる。まれ、和咄云統や規範た匈、細

阻又テータヌ､･ 隻扮さシンボ･レ忽虹和服貧用性･ 経岸桂志向ねlどの因引客、学生、母親

<7)両7" ループヒも基本的固子として抽出さ'n-T-。なお、規範については、学生より母親の

方が重携す胴頃匈が強がヽ。t-。

　付記：本研暁には扱む-<c 子匁学、被服俘料剛


